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平成 23年 度茨城大学安全保障輸出管理説明会の実施について (通知)

このことについて、別紙 「平成 23年 度茨城大学安全保障輸出管理説明会 日立キャン

パス実施要項」のとお り開催 しますので、貴部局所属の教職員に周知願 うとともに、出

席についても特段のご配慮をお願いします。

なお、出席される教職員におかれましては、説明会に先立って配付する 『茨城大学安

全保障輸出管理ハンドブック』をご持参いただきますよう、併せてお願いします。
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平成23年 度茨城大学安全保障輸出管理説明会

日立キャンパス実施要項

1.目 的

茨城大学では、教育研究の一層の国際化を目指 しています。このことは、本学が保

有する先端的な技術などが、軍事転用が可能な技術としても利用されかねないという

ことも強く認識 しておく必要があります。
一方で政府は、大学 ・研究機関を含めた安全保障輸出管理を徹底するために平成 2

1年 4月 に外国為替及び外国貿易法の一部を改正するとともに、同法の下に 「輸出者

等遵守基準」を平成 22年 4月 に制定しました。

茨城大学でも、これ らの法令等に基づき平成 23年 7月 1日 に国立大学法人茨城大

学安全保障輸出管理規程を制定 し、安全保障輸出管理委員会を設置し、体制整備を図

ってきました。

この一環として、各キャンパスの教職員を対象に、外部専門家から安全保障輸出管

理の概要について、本学の事務担当者から学内における必要な手続について説明を行

います。

2.日 時及び場所 (現時点でVCS配 信については予定 していません。)

【日立キャンパス】

平成 23年 12月 14日 (水)13:00～ 14:00

工学部 E棟 イノベーションルーム

3.講 師

貝オ団法人安全保障貿易情報センター (CISTEC)

輸出管埋ア ドバイザー 森 本正崇

4.研 修内容

輸出管埋の概要、輸出者自身による自己チェック方法について

茨城大学における輸出管理申請手続について

5。 対象

本学の教員、職員

6.次 第

説  明  50分

質疑応答  10分



場

日 時 平成 23年 12月 14日 (水)

13:00～ 14:00

所 工学部 E棟 イノベーションルーム

講 師 森本  正 崇  先 生

財団法人安全保障貿易情報センター 輸 出管理ア ドバイザー

慶應義塾大学 SFC研 究所 上 席所員 (訪問)

茨城大学では、教育研究の一層の国際化を目指しています。このことは、本

学が保有する先端的な技術などが、軍事転用が可能な技術としても利用されか

ねないということも強く認識しておく必要があります。
一方で政府は、大学 ・研究機関を含めた安全保障輸出管理を徹底するために

平成21年 4月 に外国為替及び外国貿易法の一部を改正するとともに、同法の

下に 「輸出者等遵守基準」を平成22年 4月 に制定しました。

茨城大学でも、これらの法令等に基づき平成23年 7月 1日に国立大学法人

茨城大学安全保障輸出管理規程を制定し、安全保障輸出管理委員会を設置し、

体制整備を図つてきました。

この一環として、各キャンパスの教職員を対象に、外部専門家から安全保障

輸出管理の概要について、本学の事務担当者から学内における必要な手続につ

いて説明を行います。

本学の教員、職員 (事前申込不要)

輸出管理の概要、輸出者自身による自己チェック方法について

茨城大学における輸出管理申請手続について

質疑応答

目 的

対 象
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